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はじめに：有機薄膜太陽電池(OPV)は，軽量でフレキシブルであるという特長を持ち，低コストか

つ大面積化が可能であることから，実用化が期待されている．近年，OPV およびペロブスカイト

太陽電池のホール輸送層として，酸化ニッケルを用いた研究が報告されている[1-3]．酸化ニッケ

ルは，PEDOT:PSS 代替のホール輸送材料として注目されているが，これまで非フラーレン系 OPV

への適応は検討されていない．そこで今回我々は，酸化ニッケルをホール輸送層として用いた非

フラーレン系バルクヘテロ接合型 OPV の作製した結果について報告する． 

実験：本実験では，n 型有機半導体として非フラーレン系の低分子である ITIC [4]を用い，p 型半

導体には低バンドギャップポリマーの PTB7 を用いた．酸化ニッケル(NiO)は，ゾル-ゲル法による

溶液プロセスで作製した[1]．デバイス構造は，Glass/ITO/NiO/PTB7:ITIC/LiF/Al (図 1)である．ま

た，比較として PTB7:PC71BM を活性層に用いたフラーレン系 OPV の作製も行った．セルの封止

はせず，電流密度-電圧(J-V)特性の測定は大気中で行った． 

結果：図 2 に，OPV の J-V 特性を示す．短絡電流密度(Jsc)の値は 10.6 mA/cm2 ，開放端電圧(Voc)

は 0.85 V，変換効率（PCE）は 4.2%であり，PTB7:PC71BM を用いた OPV の性能（PCE 5.1%）に

近づく値が得られた．発表では，両者活性層の表面モルフォロジーの比較についても議論する． 
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Figure 2 J-V characteristics of OPVs. 

 

Figure 1. Device structure of 

fullerene-free organic solar cell 
○ PTB7:ITIC 

□ PTB7:PC71BM 
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